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平成２７年度

平成２８年度

うつ病のある妻が、夫や息子と口論になり包丁を持ち出し
「夫を殺して自分も死ぬ。」といった為、息子から警察に
報告。

料理の味付けのことで口論となり、妻が夫から突き飛ばさ
れ腰を打撲。後日同居の長女と共に警察に相談。

２人暮らしの父と娘は日頃から折り合い悪く、父が娘から
自宅内で腰部を２回足蹴りされ左腕と腰を打撲し、警察に
相談。

母は日頃から息子に暴言を吐かれる。当該日も口論の末に
息子が母に対し頭から水をかけ、母は旭川に家出。母の強
い希望により、そのまま市外の養護老人ホームに入居。

約２０年前から、夫は酒を飲んだ際に妻に怒鳴る、物にあ
たるなどの行為があり、心理的な虐待が認められる。妻が
警察に相談した。
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警察
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身体・心理

夫が妻に対して特段の理由がないものの、往復ビンタ、押
し倒しといった暴行を加え、妻が転倒して腕から流血。こ
れが初めての暴力であったが、警察に相談した。

警察
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被虐待者

警察

心理

風呂沸かしのスイッチを入れた、入れないの口論により、
妻が夫の胸ぐらをつかみ腹部を足蹴りした。また、妻から
離れようとした夫の左手を引っ掻いた。

本人

夫 妻

身体・心理

母

父

4 身体
夫が妻の浮気を疑ったことで、妻が激昂。妻が夫の顔を叩
く、引っ掻くなどの暴行を加える。夫から警察に相談し
た。

警察

認知症の夫と口論の末、妻の髪を引っ張る、コーヒーをか
けるなどの行為があり、後日ケアマネから警察に通報し
た。

難聴で認知症のある夫が些細なことで怒り、妻の頭を叩
き、救急外来受診。病院から包括に通報あり。夫はその後
精神科入院。

妻が夫から転ばされ、顔を殴られて骨折及び口唇裂傷の傷
を負い、病院受診。病院から通報あり。

身体

身体

虐待の種別

心理的虐待
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９．虐待と判断した事案 （全て在宅の事案）

通報先

警察

事案の概要

元夫とDVで離婚後も、元夫から本人に執拗に電話があり
「殺す。」などの脅しがあり、娘を通じて警察に相談。

医療機関
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アルコール依存で認知機能の低下した夫は、日常的に妻に
対して首を絞めるなどの暴力があった。ご自宅に伺った介
護保険料徴収員に妻が相談したことをきっかけに包括支援
センターに情報が入った。最終的には妻から消防に連絡
し、消防から警察に通報され夫が入院した。

警察

警察

警察身体・心理

日頃から息子は母に暴言を吐き、今回は亡父の遺産相続の
件でもめ、ベッドに横たわる母に対し椅子を押し付け、母
は肋骨骨折。母から警察に相談。
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警察3
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8 身体
妻が通帳と印鑑を探し、夫を問い詰め口論になり、夫が布
製の袋を振り回して妻の身体にぶつけた。警察に相談する
も、夫婦間で虐待内容に相違あり。

警察

1 身体
約２０年にわたり、息子が飲酒した際母に対し「お前の面
倒なんか見てられるか」などと暴言を吐き、母から警察に
相談した。
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2 身体

3 身体
夫が妻に対して、リモコンの向きが悪いなどと怒り、その
後飲酒をして更に機嫌が悪くなって箸、皿を投げる、手拳
で２～３回殴る暴行をした。妻が警察に相談した。
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息子

精神疾患の既往歴があり、引きこもりの息子が母のクレ
ジットカードを使おうとした。これを止めようとした母と
口論になり、電話機本体から受話器を引きちぎる、母の肩
を小突くなどの暴行を働いた。なお、暴力は初めてではな
く、母以外にも父にも行っていたことから、父が警察に相
談した。
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警察身体

妻

母

母

夫5 身体

末期の膵臓がんの夫は、モルヒネを使用中。運転を禁じら
れているが、運転しようとした為妻から注意すると、木製
のティッシュ箱で殴り掛かってきた。妻から警察に相談し
た。

警察

6 身体・心理・経済

てんかんで引きこもりの息子が、自身の障害年金には手を
付けず、祖母や母に対して金の無心を繰り返し、断られる
と激昂して足蹴にするなどの暴力を行う。今回は、祖母の
施設入所に伴い、母からこれ以上息子に金銭援助をするの
は無理だと伝えると、激昂し足蹴にした。母と父から息子
の引きこもりについて相談していた空知サポ－トセンター
及び、警察に相談した。
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